
平
成
2
3
年
度
各
種
会
計
予
算
が
、
平
成
2
3
年
第
2
回
山
元
町
議
会
定
例
会

で
9
月
5
0
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
予
算
は
、
9
月
末
ま
で
の
暫

定
予
算
（
6
カ
月
間
予
算
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
可
決
さ
れ
た
予
算

は
、
通
常
の
当
初
予
算
に
相
当
す
る
本
予
算
（
1
年
間
予
算
）
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
霞
災
に
よ
る
免
除
や
減
免
措
置
で
、
町
税
収
入
は
4
割

以
上
減
少
し
、
今
ま
で
以
上
に
自
主
財
源
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
な
か
、
義
務

的
経
費
を
抑
制
し
っ
つ
も
、
被
災
者
支
援
や
震
災
復
興
・
復
旧
予
算
を
確
保
し

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
比
較
し
3
2
9
・
3
％
増
、
1
6
9
億
2
、
4
3
4

万
7
千
円
増
の
2
2
0
億
6
、
3
9
5
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
約
8
割
が
東
日
本
大
震
災
関
連
予
算
で
あ
り
、
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
2
3

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
と
お
り
で
す
。

▼
歳
入
に
つ
い
て
へ

総
額
は
、
2
2
0
億
6
、
3
9
5

万
円
に
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し

1
6
9
億
2
、
4
3
4
万
円
増
（
3
2

9
・
3
％
増
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
と
し
て
、
震
災
に
よ
る

課
税
免
除
や
減
免
に
よ
り
町
税
全
体

で
5
億
6
、
6
1
8
万
円
減
（
4
4
・

0
％
減
）
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

災
害
救
助
費
や
災
害
弔
慰
金
、
災
害

復
旧
費
な
ど
に
係
る
国
庫
支
出
金
は

1
1
9
億
　
6
、
1
9
3
万
　
円
　
増

（
3
、
9
3
4
・
5
％
増
）
、
県
支
出

金
は
1
6
億
5
、
8
3
2
万
円
増

（
4
9
6
・
1
％
増
）
に
な
る
な
ど
大

幅
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

（単位：千円）一般会計歳入

案 ≡ 8 m ≡重来 構成比 （％） 前年度比（％）

町　　　　　　　　 税 7 2 1 ．7 0 5 3 ．3％ ！ △ 4 4 ．0

地　 方　 譲　 与　 税 9 0 ．5 0 1 0 ．4％ 0．9

地 方 消 費 税 交 付 金 1 3 7 i8 0 0 0 ．6％ 6．7

ゴルフ場利用税交付金 8 i3 0 0 0 ．1％ ∠ゝ 6 8 ．9

自動 車 取 得 税 交 付 金 2 4 ，9 0 1 0 ．1％ ∠ゝ 1 2 ．6

地 方 特 例 交 付 金 2 5 ．5 0 0 0 ．1％ 1．6

地　 方　 交　 付　 税 3．1 1 1．7 0 0 14 ．1％ 3 5 ．9

分 担 金 お よ び 負 担 金 2 3．6 4 4 0 ．1％ △ 5 8 ．5

使 用 料 お よ び 手 数 料 3 2，8 9 5 0 ．1％ ∠ゝ 1 9 ．0

国　 庫　 支　 出　 金 12．2 6 5 i9 6 0 5 5 ．6 ％ 、3 ．9 3 4 ．5

県　　 支　　 出　　 金 1．9 9 2 i5 9 0 9 ．0 ％ 4 9 6 ．1

繰　　　 入　　　 金 1，2 4 2 ，0 5 5 5 ．6 ％ 2 4 6 ．3

諸　　　 収　　　 入 19 8 ．5 4 6 0 ．9 ％ 5 7 ．1

町　　　　　　　　 債 1．7 3 4 ．9 0 0 7 ．9 ％ 8．9 3 5 ．9

そ　　　　 の　　　 他 4 5 2 ．9 6 1 2 ．1％ 1，9 7 3 ．1

合　　　　　　　　 計 2 2．0 6 3 ．9 5 8 10 0 ．0 ％ 3 2 9 ．3

他の嫁入科目に屈さない
収入で、会社や個人葛に
貸付した返済金等

諸収入0．9％

使用料・手数料0．1％

主に裏金を取り崩して
肋剰こ充てるためのお金

掌膀境繕謹露i＞その他（2）0・7％

／＿／互聖堂撃墜些Pi6％
地方瓶擬の一部を轍として、　「

建物を建てたi）、通路を塑博したりする　し＿

町債7．9％
一 l 賀 ■ 3 “V　 讃 繋

自 主 財 源 ‾＼＼

税　　 1 2 ・1 ％　　　　 そ の 他 （1 ）2 ．2 ％

‾一一、－－ヽ

保革蕪斗をはじめとした
龍担金等

歳 入

依 存 財 源

8 7 ．9 ％

団 栗 支 出 金

6 4 ．6 ％

災曹救助艇やガレキ撤去などの鍛用に
充てるため、国県から交付される紳助金等

全国どの市町村（こ住んでも
ー定水準の行政サービスが
受けられるよう、所得税等の
国境の一定割合を財源として
園が交付するお金

※％は苦り合を示す
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▼
歳
出
に
つ
い
て
へ

一
般
会
計
予
算
の
目
的
別
内
訳

に
つ
い
て
は
下
の
表
の
と
お
り
で

あ
り
、
そ
の
割
合
を
多
い
順
に
示

し
た
の
が
円
グ
ラ
フ
で
す
。

・
総
務
費

定
住
促
進
対
策
事
業
費
補
助
金

や
ぐ
る
り
ん
号
の
運
行
経
費
、
庁

舎
の
維
持
管
理
費
、
選
挙
に
関
す

る
経
費
、
ま
た
こ
の
「
広
報
や
ま
も

と
」
を
作
成
す
る
経
費
な
ど
、
行
政

一
般
の
管
理
経
費
の
ほ
か
、
災
害

関
連
事
業
と
し
て
、
他
自
治
体
か

ら
の
応
援
職
貝
の
受
入
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
5
億
2
、
8
9
8
万
円
増
、

7
3
・
4
％
増
）

・
民
生
誕

高
齢
者
福
祉
事
業
や
、
障
害
者

の
自
立
支
援
、
保
育
所
の
運
営
経

費
、
子
育
て
支
援
や
介
護
予
防
支

援
事
業
の
推
進
経
費
な
ど
の
ほ
か
、

ご
遺
体
の
捜
索
や
応
急
仮
設
住
宅

建
設
経
費
な
ど
の
災
害
救
助
費
や
、

震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
遺
族
へ
給
付
さ
れ
る
災
害
弔
慰

金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
8
2
億
6
、
6
3
1
万
円
増
、

5
3
4
・
6
％
増
）

・
衛
生
費

健
康
増
進
に
要
す
る
経
費
や
各

種
検
診
経
費
な
ど
の
ほ
か
、
災
害

関
連
事
業
と
し
て
、
が
れ
さ
を
処

分
す
る
災
害
廃
棄
物
処
理
や
防
疫

関
連
予
算
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
4
4
億
1
、
0
0
4
万
円
増
、

1
、
2
7
6
・
3
％
増
）

・
労
働
費

経
済
対
策
と
し
て
雇
用
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

緊
急
雇
用
創
出
事
業
や
、
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

今
年
度
は
被
災
者
を
対
象
と
し
た

雇
用
創
出
支
援
関
連
事
業
も
含
め

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
1
億
7
、
2
1
0
万
円
増
、

2
3
9
・
8
％
増
）

・
農
林
水
産
業
餐

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

振
興
や
林
業
振
興
な
ど
、
持
続
的

発
展
を
目
指
す
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
道
や
水
路
の

維
持
管
理
経
費
お
よ
び
水
産
業
振

興
を
図
る
た
め
、
漁
業
振
興
対
策

経
費
な
ど
の
ほ
か
、
震
災
対
策
と

し
て
、
農
業
復
興
推
進
費
を
設
け
、

農
地
の
復
旧
作
業
を
共
同
で
実
施

す
る
山
元
町
地
域
復
興
組
合
に
対

す
る
助
成
な
ど
、
被
災
農
家
の
経

営
再
開
支
援
等
に
対
応
す
る
予
算

も
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
6
億
4
、
9
0
9
万
円
増
、

2
2
7
・
4
％
増
）

・
土
木
費

町
道
や
河
川
の
維
持
管
理
経

費
、
新
設
改
良
費
、
町
営
住
宅
の

管
理
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
、
道
路
補
修
工
事
費

に
つ
い
て
は
、
仮
設
住
宅
周
辺
の

利
用
を
考
慮
し
増
額
措
置
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
住
宅
安
全
対
策
費

と
し
て
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
業
務
の
経
費
を
引
き
続
き
計

上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
8
、
4
3
9
万
円
増
、
1
6
・

4
％
増
）

・
教
育
費

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
確
か

な
学
力
、
豊
か
な
心
、
た
く
ま
し
い

体
の
育
成
を
図
る
た
め
の
経
費
、

生
涯
学
習
や
文
化
財
発
掘
・
保
護

経
費
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
係
る

経
費
な
ど
の
ほ
か
、
被
災
児
童
・

生
徒
等
就
学
援
助
や
通
学
扶
助
の

経
費
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
8
、
0
3
2
万
円
増
、
1
7
・

5
％
増
）

・
災
害
復
旧
費

道
路
や
水
路
、
学
校
施
設
な
ど

の
被
災
し
た
施
設
の
う
ち
、
国
の

査
定
が
終
了
し
た
箇
所
を
復
旧
す

る
経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
2
0
億
8
、
9
0
2
万
円
増
、

3
4
、
9
3
3
・
5
％
増
）
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一般会計歳出（日的別内訳）　（単位‥千円）

LH S S S S S ≡ 田園三重王≡ 構成比 （％） 雅 ∃却 長く幽

議　　 会　　 費 1 2 1 ．9 5 1 0 ．6 ％ 2 1．4

総　　 務　　 費 1 ．2 5 0 ，0 18 5 ．7 ％ 7 3 ．4

民　　 生　　 費 9 ，8 1 2 ，6 4 7 4 4 ．5 ％ 5 3 4 ．6

うち災害救助費 5 ．4 17 ．4 3 6 2 4 ．6 ％

うち災害轍 金i見離 2 ．9 8 1 ．0 0 0 1 3 ．5 ％ 一一一一一

衛　　 生　　 費 4 ．7 5 5 ．5 7 0 2 1．6 ％ 1 ．2 7 6 ．3

うち災害廃棄物処理 4 ．3 2 6 ．7 4 1 1 9 ．6 ％

労　　 働　　 費 2 4 3 ．8 8 5 1．1％ 2 3 9 ．8

農 林 水 産 業 費 9 3 4 ，5 3 2 4 ．2 ％ 2 2 7 ．4

商　　 工　　 費 7 5 ．4 15 0 ．3 ％ 14 ．7

土　　 木　　 費 5 9 9 ．7 3 1 2 ．7 ％ 16 ．4

消　　 防　　 費 2 6 5 ．7 5 4 1 ．2 ％ 6 ．4

教　　 育　　 費 5 3 9 ．5 3 4 2 ．4 ％ 17 ．5

災　 害 復　 旧　 費 2 ，0 9 5 ．0 0 2 9 ．5 ％ 3 4 ．9 3 3 ．5

公　　 債　　 費 7 5 2 ．4 18 3 ．4 ％ △ 1 ．4

そ　　 の　　 他 6 17 ．5 0 1 2 ．8 ％ 6 ．0 7 3 ．8

うち災害綴 熊 鮒 金 1 17 ．5 0 0 0 ．5 ％

合　　　　　 計 2 2 ．0 6 3 ，9 5 8 1 0 0 ．0 ％ 3 2 9 ．3

1 ．1％　 議会 費 0 ・6％　 紅 葉の鞭 などの雛

！％ 目 蓋 3　燈 整 ％

その他 2．8 ％

（うち災害援麗質金貸付金

　0．5％）、小i
十 ・

話支出金、予備史

7、7 1∴1　－．∵

音

歳 出

（目 的 別 ）

i生費 2 1 ．6％
雪廃棄物処理19．6％）

：

〇 ％）

迎啓に係る経費や、
敷金などの終日

湿娃所
災害弔

壬などの囲規保全、疾病予防、
などの鑑賞

i＼早 ヒ“スポ‾ツ鞭 などの朗　 教 育費 2．4 ％ ＼

／通論や河川 公団などの　　　　　　　 ＼
社会遭本粥 のための瑳費　 土 木費 2．7 ％

謹鷲 諸 手観 望 F 公 債誓 4 ％

ための経賞

農林 水産 業費 4 ．2％

展林水産裳の振興を図る
iための支暖や、生産垂詮 i
＼畢 鈍 との軸 ∴∴ ）

i〝．i 溌圭寒；葵雌

憶 離 籍 ’ 災 害復 旧費

※％は割合を示す



田園平成23年度予算のあらまし

平成23年度の主な災害関連事業と予算額（総額約164億6千万円）
一∴一言繭

震災関係自治法派遣職員負担金
役場仮庁舎等リース料
本庁舎望楼撤去工事
役場駐車場造成工事
震災復興基金予算積立
震災復興訂画策定業務

7．604万円
1億5．218万円
1．500万円
3．500万円
1億6．256万円
810万円

被災者支援システム導入サーバー更新業務104万円
光ファイバーケーブル復旧工事　　　757万円
慰霊祭会場設営他業務　　　　　　　　640万円
特定被災地域公共交通調査業務　　　　500万円
被災区域評価支援資料作成業務　　1．297万円

地域サポートセンター設置運営経費　2，786万円
避難所・炊き出し関係経費
仮設住宅建設関係経費
被災住宅の応急修理関係経費
ご遺体の捜索経費
ご遺体処理・埋葬経費
その他災害救助費関係経費
災害弔慰金給付関係経費
負傷・損害見舞金給付関係経費
災害障害見舞金給付関係経費

蜜　爾

ごみ集積所設置業務
災害廃棄物処理事業
防疫業務医薬品購入事業

田園
被災者食生活支援事業

2億3．674万円
16億8．903万円
4億1．600万円
27億3，820万円
1億6．699万円
1億7．039万円
28億円

1億6．830万円
1，250万円

774万円
43億2．674万円
1，800万円

441万円

豊かなふるさと復興事業
町の思い出回収事業
人、るさと環境整備事業
上下水道管路末端正常化事業
家屋特定調査事業
被災者支援物資管理事業
震災対応他臨時職員雇用事業

4．945万円
1．216万円
6．370万円
1．309万円
1，550万円
3，260万円
2．269万円

農作物等放射能測定器導入事業補助金　80万円
被災農家経営再開支援事業交付金　4億9，385万円
東日本大震災農業生産対策交付金　2億1，600万円

回国
商工業再建支援仮設施設用備品購入事業105万円

田園
道路維持補修工事

断室魅

児童送迎バス借上料
通学扶助費
被災児童・生徒等就学援助費

公共土木施設災害復旧事業
農林水産業施設災害復旧事業
学校施設災害復旧事業
消防施設災害復旧事業

災害援護資金貸付金

4．005万円

128万円
270万円
1，572万円

9億9．069万円
8億4．388万円
2億2．543万円
3．500万円

1億1，750万円

歳出予算と町税の推移
億円

0

0

0

0

0

0

0

●

4 9 ．

1 4 ．6

2 5 〇・0 5 0 ・3 5 1 ・

歳 出 露 算

1 3 ・6 1 3 ・5 1 2 ．9

1 1

∴町 昔

∠∠U ．く7

－ －、、1

4

7 ．2 ／

19　20　21　22

1万円に置き換えると　競謹露品詣詑謀議
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1 0 ，0 0 0 円 （1，38 3 ，6 67 円）

※町民15．946人（3月末現在）で訂算
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田園平成23年度予算のあらまし

普通会計予算額　（単位：千円）

ヨS E iS S 驚 〇〇三三重来 ：銅膏青い

一　 般　 会　 計 2 2 ．0 6 3 ．9 5 8 3 2 9 ．3

特

別

．∠ゝ、：ここ

計

国民健康保険事業 2 ．2 7 3 ，0 7 4 1 1 ．7

後期高齢者医療 1 7 3 ．4 8 9 △ 0 ．9

介 護 保 険 事 業 1 ，3 8 1 ．5 0 1 1 1 ．4

亘 理 地 域 介 護

認 定 審 査 会
7 ．0 3 8 皆 増

老　 人　 保　 健 0 皆 滅

水道事業会計予算額（公営企業会計）
（単位：千円）

i臨 丁副 賞玖 お よ 暇 出 資 本 的 収 入 お よ び 支 出

収 入 3 6 1 ．5 3 1 収 入 1 1 8 ．0 7 4

支 出 4 7 2 ．9 3 6 支 出 2 5 7 ，3 1 7

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額
139．243千円は、損益勘定留保資金等で補てんし

下水道事業会計予算額（公害企業会計）
（単位：千円）

収 益 的 収 入 お よ び 支 出出 貸 本 的 収 入 お よ び 支 出

収 入 6 8 6 ，0 7 3 収 入 6 1 9 ．4 3 8

支 出 9 6 8 ．5 3 4 支 出 9 5 2 ，7 1 3

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

333．275千円は、損益勘定留保資金等で補てんし
ます。

●予算
予算とは、一般的には一定期間における収

入および支出の見積りですが、地方公共団体

の予算とは、①歳入歳出予算、②継続費、（D繰

越明許費、④債務負担行為、⑤地方債、（㊦一時

借入金、（D歳出予算の各項の経費の流用に関

する定めを総括したものです。歳入・歳出とは、

会計年度における一切の収入・支出のことで

あり、歳入予算は単に収入の見積りですが、歳

出予算は、見積りであると同時に支出の限度

や内容を制限する拘束力を有しています。

また、予算はその形式や性質によっていく

つかの種類に分けられます。一般会計予算と

特別会計予算、当初予算と補正予算、年間予算

と暫定予算等がその例です。この分類は法律

にその根拠をおくものと、財政運営上の見地

から便宜的に用いられているものがあります。

一般会計歳出（性質別内訳）　　（単位：千円）

項　　　 目 8 m 三豊音楽 構成比 （％） ≒‾ti黄；確的

人　　 件　　 費 1 ，3 8 6 ，1 3 5 6 ．3 ％ 1 2 ．5

公　　 債　　 費 7 5 2 ，4 1 8 3 ．4 ％ △ 1 ．4

扶　　 助　　 費 3 ．6 0 3 ．6 2 1 16 ．3 ％ 5 7 9 ．8

普 通 建設事 業費等 5 ．9 7 8 ，3 1 8 2 7 ．1 ％ 3 ．2 8 2 ．5

補　 助　 費　 等 1，7 5 8 ．4 1 0 8 ．0 ％ 5 9 ．5

物　　 件　　 費 7 ．3 2 4 ，6 1 2 3 3 ．2 ％ 1 ，0 2 5 ．3

繰　　 出　　 金 3 5 8 ．16 7 1 ．6 ％ △ 2 6 ．2

そ　　 の　　 他 9 0 2 ．2 7 7 4 ．1 ％ 3 5 4 ．4

合　　　　　　 計 2 2 ．0 6 3 ．9 5 8 1 0 0 ．0 ％ 3 2 9 ．3

維持補修賞や貸付金、
詔立金等

その他4．1％

補 助 費 等

亘理地区行政部務鯖令書への
賞担金や色相団体へのi

（

物 件

3 3 1．2

子

を委託する鈍
物晶燭入賞葛

町が住商
委託料や1

l

※％は割合を示す
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